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5－ヒドロキシメチルシトシンを定量的に酸化し 5－ホルミルシトシンに変換後、続くバイサルファ

イト反応でウラシルへ誘導した。PCR でウラシルはチミンとして読み込まれるので、5－ヒドロキシメ

チルシトシンの一塩基レベルでの位置情報解析法の開発に成功した。オリゴヌクレオチド内の 5－ヒ

ドロキシメチルシトシンのヒドロキシ基は立体障害が非常に大きく、反応性に乏しい。また DNA は酸

化的分解を起こしやすいので、大きな立体障害を乗り越える強力な酸化力と基質 DNA の酸化的分解の

回避を両立させた反応条件が必須である。この条件を満たすため、AZADOL を酸化触媒、BAIB を共

酸化剤として用いた触媒的酸化反応を用いた。BAIB は疎水性が非常に強く、SDS ミセルとして可溶化

することで有効濃度まで濃度を高めることができた。また、BAIB は AZADOL のみではなく基質 DNA

をも酸化して分解させてしまうため、SDS ミセルに封入することで、溶解度の向上と基質 DNA との隔

離を両立し、DNA の酸化的分解を最小限に抑制することができた。100bp のオリゴヌクレオチドに適

用したところ酸化反応は 4 度 4 時間でほぼ終結し、5hmC の変換効率は 86.7％であった。 

 

 

図 ミセル包含酸化剤による 5hmC の選択的酸化（左）と 5hmC→5fC 変換効率（右） 

 


